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1 は じ め に

水田基盤整備の拡大によって増加している大区画水田で

はスケールメリットが得られる反面,従来の小区画の水田

に比べて,肥料や薬剤の均一散布作業やきめの細かい水管

理が負担になっており,一層の省力技術の確立が望まれて

tヽる。

前報
1)では,水田の水口から除草剤や液肥を灌漑水と同

時に施用する水口施用法について,10a規模の回場では実

用性が高いと報告した。

本報では,実際に現地の311～ llXl a規模の大区画圃場に

おいてフロアプル除草剤及び液肥による追肥の水口施用に

ついて実証試験を行なって,施用効果や生育収量への影響

など大区画圃場への適応性を検討したので,その概要を報

告する。

2試 験 方 法

1)除草剤については30～ lllllaの 4圃場,追肥について
は60aの 1圃場において,割‖,河北,追及び小牛田の各
農業改良普及所の協力を得て試験を実施した。

2)除草剤としてはフロアプル型の初期一発剤 (ピ リブ
チカルプ・ プロモチド・ ベンゾフェナップ剤)を供試し,

滴下口を適当な長さに切断することによって滴下速度を調

節し,一定量を自然滴下させる装置
1)(図 1),又は市販

の滴下量調節が容易な滴下装置を処理当日までに落水した

固場の各水口上に設置し,灌漑水量に合わせて滴下速度を

毎分15～31Xlmlに調節し,10a当 たり12を 3～ 6時間か

けて流入施用した (表 1)。

3)追肥については,減数分裂期に硫安水溶液で毎分
260ml,363′ を流入装置を用いて滴下し,10a当 たり窒

素成分 l kgを約 4時間かけて施用した (表 3,図 3)。

図 1 除草剤の水口滴下装置

表 1 除草剤の水口施用の現地試験概要

協力機関

実施場所

古川農改

岩出山町60a

河北農改

桃生町48a

迫農改

米山mJ311a

小牛田農改

南郷町llXla

処理時期

処 理 量

滴下方法

滴下時間

適下速度

灌 水 量

5月 17日 (+8日 )
62 (1′ //10a)
ロンフレンド

6時間30分

15融/分
水濠 m

5月 9日 (+7日 )
5′  (1′ //10a)

ロンフレンド

2時間300
3XlllF//分

水瀬 5m

5月 9日 (+7日 )
3′  (1′ /10a)

自然滴下

3時間 0分

1∞配/分
水瀬 m

5月 21日 (+11日 )

12′  (122/10a)
自然滴下

5時間13分

38″/分
水深35m
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表 2 除草剤の水口施用による草種別残草量
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注 重量は風乾重,%は無処理区対比, tは trace(004
以下)の略。

3 試験結果及び考察

1)本剤の適用草種でないクログワイの残草がみられた

ものの,いずれの圃場でも極大の除草効果を示し,と くに

圃場内地点による残草ムラなどは見られなかった。また稲

の生育に対しては,一部水日付近に生育抑制がみられたが

回復は早く,その後の生育収量等への影響は見られなかっ

た (表 1,2,図 2)。
2)液肥はとくに支障なく灌漑水に溶け込んで圃場内全

体に行き渡り,ほぼ均―に施用された。

施用後の稲の葉色や生育量及び収量は,処理前から見ら

れた地カムラによる稗長の差異を除くと概ね均―で,と く

に処理による圃場内の位置による大きなムラ等は見られな

表3 追肥の水口施用の現地試験概要

設置場所 :岩出山町,

圃場面積 :60a(120× 50nl),  土性 :沖積埴壌土

処 理 日 :7月 18日 (出穂前16日 )

施 用 量 :硫安水溶液63″ (硫安30kg+水50′ )

所用時間 :4時間 7分 (滴 下速度260"/分 )

灌漑水量 :水深 5m上昇,31Xlυ (1,200起 /分 )

表4 追肥流入処理時の生育量
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図 2 除草剤の水口施用圃場

かった (表 4, 5)。

3)な お,水口施用法は多少の風雨時にも施用できる利

点があるが,強風時には風向きにより剤が停滞し若千の生

育抑制を起す場合がみられたので,薬液がスムーズに水尻

まで流れるように水田内に溝を作るなどの工夫が必要と考

えられた。

4 ま と め

フロアプル除草剤及び液肥の水口施用法は大区画圃場に

おいても,背負式の動力散布機による作業に比べて時間が

掛かるが,流入開始後は付き添う必要はなく,そ の間他の

作業が行え終了時刻に見回ればよいなど,極めて省力的で

ある。また,施用精度も高く生育収量への影響もとくに支

障がないので,実用性が高いものと判定された。
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図3 液肥の流入装置
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表5 追肥流入処理後の生育及び収量

注 GM:グ リーンメーター値 (SPAD 502)
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